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鳥取県立博物館現状・課題検討委員会の開催について 
 

平成２６年１０月２０日                               

博 物 館 
  
第３回鳥取県立博物館現状・課題検討委員会を下記１のとおり開催します。 

なお、第２回委員会の概要は下記２のとおりです。 
 

記 

１ 第３回委員会の開催について 

（１）日 時 平成２６年１０月２７日（月）午後2時から午後4時まで 

（２）場 所 鳥取県立倉吉未来中心 セミナールーム１（倉吉市駄経寺町２１２－５ 倉吉ﾊﾟｰｸｽｸｴｱ内） 

（３）議事等  

ア 現状点検結果に基づく課題整理について 

イ 先進施設の視察について 

ウ 今後の進め方について 

（４）備 考 

・一般の傍聴席を設け、傍聴の方と委員及び事務局との意見交換の機会も設ける予定です。 

・県民の方から幅広く御意見をいただくため、今後は西部でも開催する予定です。 
 
２ 第２回委員会の開催結果について 

（１）日 時 平成２６年９月１１日（木）午後１時３０分から午後４時３５分まで 

（２）場 所 鳥取県立博物館 会議室 

（３）出席者 10名出席（定員：12名） 

（４）会議概要 

ア 審議事項 
○博物館実施の自己点検結果の報告 ○各委員の点検結果に基づく質疑・意見交換 
○委員会としての点検結果のとりまとめ 

 
イ 主な意見 

（ア）点検結果について 

○点検項目Ａ０２（館の使命） 

・現在のミッションは具体性に欠ける。博物館の存在意義が分かる内容にすべきである。 
→自己評価『○』を委員会として『×』に変更 

現在のミッション：鳥取の自然、歴史、民俗、美術等について、展示、講演、体験活動な
どにより、県民が楽しく学び、感動を覚えるような「魅力ある県立博
物館」づくりを推進します。 

○点検項目Ａ１０（外部評価の実施） 

・総論としての評価ではなく、館として評価すべき項目を設定しチェックすべきである。 
→自己評価『○』を委員会として『×』に変更 

○点検項目Ｃ０４（観覧者数の目標） 

・常設展示にまで目標を設ける必要はないのではないか。 
・常設展示は､館の基本的活動（収集､研究）の成果を表すものであり、目標を設けるべきである。 

→自己評価『×』を委員会としても採択 
○点検項目Ｂ追２（学生等の利用促進） 

・児童・生徒や引率者等の入館料無料措置は、利用の促進に直接的につながらない。 
→自己評価『○』を委員会として『×』に変更 

 
（イ）項目の追加について 

委員から独自項目の追加について提案があり、次のとおり項目を追加することとした。 
・資料の収集、整理を行うアーキヴィストの配置及び作家の資料を収集、整理するアーカイヴ

機能の充実 
・新たな分野のニーズへの対応（理工系科学技術、ポップカルチャー等） 


































